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砂防部 

１次避難先 

１次避難先 

１次避難先 

域内避難 
自宅から徒歩数分で避難できる場所 

または移動途中で困難になった場合 

緊急的に避難できる場所 

（レベル３～４ 避難行動） 

域外避難 
自宅から移動時間を要する場所 

（土砂災害の影響が及ばない避難場所） 
（レベル２ 避難準備 レベル３～４避難行動） 

自宅内で 

緊急避難 

・指定避難所への避難 

・安全な宿泊施設への避難 

・安全な親類、知人宅への避難 等 

親類・知人宅 
親類・知人宅 

避難所 

 

 

トンネル 

避難所 

 

 

避難路 

避難路 

２ 

・移動に困難が生じない 

・降雨が小康状態となる。 

・食料が必要になった。 

等の条件が生じた場合は自宅や一次避難
先から域外の避難場所に移動 

緊急避難 
自宅において２階または山側
（斜面側）の反対側へ避難 

（レベル５ 避難行動） 

・自宅内での避難場
所と円滑な移動の確
保 

・自宅の補強 

自宅内で 

緊急避難 

宿泊施設 

避難先と避難行動イメージ 
・近くのRC建物（一次避難先）への避難 

・シェルターの設置、避難 等 

・トンネル等土砂移動・崩壊の影響が及びにくい場所 
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熊本広域大水害の災害対応に係る検証 最終報告 p.16 

平成24年12月 熊本県知事公室危機管理防災課 より抜粋（アンダーライン部分国土交通省追記） 

http://cyber.pref.kumamoto.jp/bousai/Content/asp/topics/topics_detail.asp?PageID=3&ID=926&pg=1&sort=0&PageType=list 

家屋の破壊があったが垂直・水平避難の行動で人的被害をまぬがれた事例 

３ 

《参考》 平成24年 九州北部豪雨での避難事例 

http://cyber.pref.kumamoto.jp/bousai/Content/asp/topics/topics_detail.asp?PageID=3&ID=926&pg=1&sort=0&PageType=list
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発表レベルと行動の対応 
レベル 状況 意味 情報* 行政側の対応例 住民の行動例 

レベル５ 
土砂移動・崩壊
発生 

・災害発生通報または、セン
サー等により土砂移動・崩壊が
発生したおそれがある場合 
・大規模土砂移動検知システ
ムの判定資料を土砂災害の専
門家が判断した結果、大規模
または広域で土砂移動・崩壊
が発生したと推定される場合 

土砂災害 
発生警報 

 

発生箇所及び周
辺地域の避難指
示 

発生場所隣接地域は直ち
に垂直もしくは水平避難
（緊急避難） 

レベル４ 
山地洪水等の発
生 

記録的な大雨の観測や山地で
の流況の変状から土砂移動・
崩壊の発生ポテンシャルが高
まったと推測される場合 

土砂災害 
警報 

2 

避難指示 
避難していない
人への至急の避
難（待避）の呼び
かけ 

域外避難が困難な場合は
域内避難（１次避難先へ
避難） 
避難勧告への対応完了 

レベル３ 
CL超過予想 
（現行の土砂災
害警戒情報） 

CLを超過する予想 
土砂災害 
警報1 

避難勧告 
域外避難が困難な場合は
域内避難（１次避難先へ
避難） 

レベル２ 現行の警報 
CLに到達する1時間前の状況

を予想 
（現行の大雨警報（土砂災害）） 

土砂災害 
注意報２ 

避難準備情報 
避難所の開設、
自主避難の呼び
かけ 

避難先に連絡、貴重品の
持ち出し準備、自己判断
での避難開始 

レベル１ 現行の予告情報 府県単位での予告的情報 
土砂災害
注意報１ 

注意体制、待機、
消防団や自治会
と調整 

TVで気象情報に注意 

* 情報の名称については別途開催中の「防災気象情報の改善に関する検討会」での議論等を踏まえて検討を進める予定 
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情報体系イメージ図 

土砂災害警戒情報 

大雨警報（土砂災害） 

土砂災害警報１* 

土砂災害注意報２ * 

土砂災害注意報１ * 

府県単位での予告的情報 

土砂災害発生警報* 

レベル５ 

レベル４ 

レベル３ 

レベル２ 

レベル１ 

土砂移動・崩壊が発生した
可能性がある場合 

ＣＬ超過予想 

ＣＬ超過予想 

土砂災害発生に関する情報 

避難勧告 

避難勧告へ
の対応完了 

1，2日内に土砂災害が発生する気象状況を予想 

避難勧告 

避難指示 

気象台発表 

都道府県－気象台共同発表 

≪従来≫ 

≪計画≫ 

砂防部局（国・都道府県）発表 

1，2日内に土砂災害が発生する気象状況を予想 

≪新規≫ 

砂防部局・気象台共同発表 

土砂移動・崩壊発生 

避難準備
情報 

待機 

解除案：現地確認により相当規模の河道閉塞(天然ダム)が確認された場
合には、緊急情報による警戒区域設定時に解除。 

 土砂崩壊・移動がない、もしくは緊急調査に相当しない場合には、流域
監視指標に基づいて他地域への被害拡大のおそれがなくなったと判断さ
れた時点で解除。 

山地洪水等の発生 土砂災害警戒情報 

山地洪水等の発生 

土砂災害警報２ * 

ＣＬに到達する1時間前の状況を予想 

ＣＬに到達する1時間前の状況を予想 

* 情報の名称については別途開催中の「防災気象情報の改善に関する検討会」
での議論等を踏まえて検討を進める予定 

発生箇所及
び周辺地域
の避難指示 

避難指示 

避難指示 
（緊急避難） 砂防部局（国・都道府県） 

気象台共同発表 

緊急避難 
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土
砂
災
害
発
生
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

 

時間 

小規模崩壊
の始まり 

24時間前 

•数値予報に基づく
各種ガイダンス 

 （県全域もしくは 

  複数県を対象） 

12～6時間前 3～2時間前 2～1時間前 

•数値予報に基づく各種ガイダンス 

•土壌雨量指数による先行降雨指標 

•降水短時間予報及び降水ナウキャ
ストによる強雨域予測 

国土監視のためのセンサー、流域監視のためのセ
ンサーや水位流量計等※１土砂流出情報（基準値
超過 河道閉塞発生のおそれを含む） 

数十分前 

大規模崩壊 

大規模土砂移動検知システム※２
による即時的検知 

即時的検知結果の確認・共有 

大規模崩壊監視警戒システム※３
による発生情報の確認、都道府県
担当者と協力した土砂災害専門家
による現地実態確認 

（大規模崩壊発生後） 
数分以内 1時間以内 数時間以内 

※１流域監視システム：過去に大規模崩壊のあった直轄砂防流域で展開しているため、国土全体を網羅していない。 

※２大規模土砂移動検知システム：土砂移動が緩慢な場合、また強い地震後においては、単独での検出力が低下する。なお、深層崩壊
が直接土石流化する場合には事前情報とはならない。 

※３大規模崩壊監視警戒システム：構築中。人工衛星のSARについては周回周期により半日程度遅れることがある。 

警報を予告する
気象情報 

現象は複数市町村にわたる領域 

対象市町村を明示 

人的被害発生の
始まり 

•記録的な大雨
の観測 

国土監視のためのセン
サー、流域監視のための
センサーや水位・流量計等
※１（モニタリング） 

•雨量計、解析雨量
による実測値 

広域での土砂災害の散発的な発生通報
（台風など大規模現象の場合） 

大雨警報
基準突破 

CL突破 

土砂災害警戒情報
発表 

大雨警報（土砂災害） 
発表 

大雨注意報 発表 
人的被害に至らない程度
の土砂災害への注意の
呼びかけを含む 

大雨警報基準 

土砂災害警戒情報発表基準（CL） 

レベル１ レベル２ 

レベル３ 
レベル４ レベル５ 

土砂災害発生と対応する指標、監視・観測項目（時系列整理イメージ） 
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発
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テ
ン
シ
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ル

 

時間 数十分前 

大規模崩壊 

大規模土砂移動検知システム※２
による即時的検知 

即時的検知結果の確認・共有 

大規模崩壊監視警戒システム※３
による発生情報の確認、都道府県
担当者と協力した土砂災害専門家
による現地実態確認 

（大規模崩壊発生後） 
数分以内 1時間以内 数時間以内 

※１流域監視システム：過去に大規模崩壊のあった直轄砂防流域で展開しているため、国土全体を網羅していない。 

※２大規模土砂移動検知システム：土砂移動が緩慢な場合、また強い地震後においては、単独での検出力が低下する。なお、深層崩壊
が直接土石流化する場合には事前情報とはならない。 

※３大規模崩壊監視警戒システム：構築中。人工衛星のSARについては周回周期により半日程度遅れることがある。 

警戒区域設定後 
同区域外解除 

 発生箇所の現地確認が完了し、
他流域への被害拡大が無く
なった時点で解除 

大雨警報基準 

土砂災害警戒情報解除基準（≒発表基準） 
レベル４ レベル５ 

レベル解除イメージ（レベル５ 時系列整理イメージ） 

レベル５ 

（部分解除） 

解除 

レベル５相当の土砂移動・崩壊
の場合、現地確認、他流域への
被害拡大のおそれがなくなるに
は相当時間経過が生じると想定 
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時間 

※１流域監視システム：過去に大規模崩壊のあった直轄砂防流域で展開しているため、国土全体を網羅していない。 

※２大規模土砂移動検知システム：土砂移動が緩慢な場合、また強い地震後においては、単独での検出力が低下する。なお、深層崩壊
が直接土石流化する場合には事前情報とはならない。 

※３大規模崩壊監視警戒システム：構築中。人工衛星のSARについては周回周期により半日程度遅れることがある。 

 記録的大雨の解除、山地での流況の変状から
土砂移動・崩壊の発生ポテンシャルの減少が
推測される場合 

大雨警報基準 

土砂災害警戒情報解除基準（≒発表基準） レベル４ 

レベル解除イメージ（レベル４以下 時系列整理イメージ） 

 今後大雨基準超過する降雨が
ないと判断されるとき解除 

 今後ＣＬ基準準超過する降雨がな
いと判断されるときレベル３解除 

レベル３ 
レベル２ 

解除 

土砂災害発生ポテンシャル（土壌
雨量指数等）と降雨の予測等を勘
案して、レベルを下げる。 
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発表作業イメージ図 

アデス 

予報作業支援システム等 

雨量データ収集 

情報配信 

土砂災害監視システム等 

災害情報収集 

情報配信 

土砂災害情報作成発表システム（仮） 

気象台 砂防部局（国・都道府県） 
将来的に気象台
側は他の予報作
業と一体化も 

（連携作業・共同発表を担う） 

（気象台固有作業・単独発表を担う） 


